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D-251 抗サイログロブリン抗体、抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体検査（回

数） 

 

《令和 6 年 8 月 29 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、抗サイログロブリン抗体及び抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗

体検査は診断時に 1 回、再検時は両方もしくは一方のみ 6 か月に 1 回ま

で算定が認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 抗サイログロブリン抗体及び抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体検査は慢

性甲状腺炎の診断には有用であるが、病勢推移の判断においては、通常

TSH、FT4が行われ、これらの抗体検査施行の意味は乏しい。 

 また、抗体検査には偽陽性や偽陰性もあり、また自然寛解例もあること

から 6か月に 1回までが妥当であると整理した。 

 


